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鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　  「読者のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要

プレゼント

男　・　女

Vol.420

クイズの答え

KANOYA
広報かのや

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

皆さんからの

お便りを募集

　広報誌への感想や取り上げてほ

しい話題のほか、 市へのご意見、

地域のイベントや写真など多くの

情報をお寄せください。

　お便りの中から、 抽せんで特産

品等をプレゼントします。 たくさん

のご応募お待ちしています！

※�掲載時に原稿の一部を手直しす

る場合もあります。

Q
V o i c e

た
め
、
保
水
力
が
低
い
特
徴
を
持
つ
シ
ラ

ス
が
厚
い
笠
野
原
台
地
は
、
長
年
に
わ
た

り
農
業
用
水
や
生
活
用
水
を
得
る
こ
と
が

困
難
な
不
毛
な
土
地
と
呼
ば
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
戦
後
の
大
規
模
な
か
ん
が

い
工
事
に
よ
っ
て
、
広
大
な
シ
ラ
ス
台
地

に
は
水
が
通
り
、
笠
野
原
は
重
要
な
畑
作

畜
産
地
帯
へ
と
変
貌
し
た
の
で
す
。

　

シ
ラ
ス
の
特
徴
的
な
形
状
と
し
て
は
、

浸
食
な
ど
に
よ
り
、
縁
部
が
切
り
立
っ
た

数
十
ｍ
の
崖
場
に
な
っ
て
い
る
場
所
が
よ

く
見
ら
れ
ま
す
。
乾
燥
し
た
シ
ラ
ス
は
強

度
が
高
く
安
定
し
て
い
ま
す
が
、
水
分
を

含
む
と
不
安
定
に
な
る
た
め
、
豪
雨
等
に

よ
っ
て
崩
壊
し
や
す
く
、
大
き
な
災
害
を

引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

崖
崩
れ
な
ど
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
枠
の
設
置
や
モ
ル
タ
ル
を
吹
き

付
け
る
こ
と
に
よ
り
法の

り
め
ん面
を
保
護
し
た

り
、
法
面
下
部
に
擁よ

う
へ
き壁
を
設
け
、
土
砂
の

流
出
を
防
止
し
た
り
す
る
な
ど
の
対
策
が

取
ら
れ
て
い
ま
す
。

A 　
「
シ
ラ
ス
」
と
い
う
言
葉
は
、
火
山
灰
の

こ
と
で
は
な
く「
白
い
砂
」を
指
し
、「
シ
ラ

ス
台
地
」
と
は
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
流

れ
出
た
火
砕
流
等
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
で

き
た
台
地
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

噴
火
と
聞
く
と「
桜
島
」を
連
想
し
が
ち

で
す
が
、
桜
島
の
噴
火
に
よ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
約
２
万
６
，
０
０
０
年
前
、

鹿
児
島
湾
北
部
の
姶
良
カ
ル
デ
ラ
で
起

き
た
破
局
的
な
噴
火
に
よ
り
、
火
砕
流
が

大
隅
半
島
に
堆
積
し
た
こ
と
が
主
な
原
因

で
、
そ
の
時
の
火
山
灰
は
東
北
地
方
ま
で

広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ラ
ス
は
鹿
児
島
県
本
土
の
50
％
以
上

の
面
積
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
笠

野
原
台
地
は
、
北
側
及
び
東
側
を
串
良
川
、

西
側
及
び
南
側
を
肝
属
川
に
囲
ま
れ
た
南

北
約
13
㎞
、
東
西
約
10
㎞
と
広
大
な
面
積

を
有
し
、
そ
の
広
さ
は
九
州
南
部
で
最
大

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
地
面
の
高

さ
は
、
北
部
で
標
高
約
１
８
０
ｍ
、
南
部

で
も
約
20
ｍ
の
高
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

シラス台地ってどんなところ？

笠野原台地にまつわる民謡

　「いやじゃ いやじゃよ 笠ん原はいやじゃ

55尋
ひろ

の綱を引く」との民謡が残っています。

笠野原では水を得るために川に水を汲みに

行くか、深井戸から綱で引っ張って水を得

なければなりませんでした。台地での生活

は、水を得るために苦労することから、笠

野原に嫁ぐことを女性が嫌がったため、こ

のような民謡が残っています。


